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Ⅱ-60 飛 駅D比港のリヒ幼顔蒙:の消波に関する効

鰤 頁大変兵:彬β氏落 エス 緋 セ邦
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″  ク       タ o」〉t曰仲■

1 実験吻ヨタリ                            `
(a)瀾蝙欠陽 の光″協燈そκ物く謬ほおよび留彫女の状死ι羽窃条じ′ジ勧供あギ全および

″家の物上を波ガ`る。
(る)ブレβ〃ユ地滅″κおけ1伝い歿あ'よが認スの状んを磁系し′琺潔広談ぉよダその

滋立上きめる。
(c)光あ家え′胸πメし御4のあ口0多250曖)よりの振)ψ女が必人の形脇久κ及ぼす彩

響2期ミ′酌笏り為幽嘲その選黎腋κついて液討する。

2契 荻
功″秘L多のガガエ拳ズ物た場(50m x150m)ιく雄

腋1/40あ締スの膜費を之った。家ずグん渚の効
腹ιしてD.L.+2.24m′′史ンkとしてH 5́.04′
丁=15～15 sec′L=‐80～120晨′家向650°Wの
Z々く励吻0そκ″〈毅災′〃彩女の〃しん̀ Z滋オ
ッシログラフ′巧り臭がよが肉玖ぐレヒ珈も埃影イιた。
メ久朝 の″期7財の′鰯くκクいて力農D.L.十
2.Om′ん久H‐25～50mノ丁=6.5 secノL=60
～70咸′疲例W6°Nの ビ寺K上たと同系の数

ιなつた。

g―|ル 軟山メヒ笏千例』

3 突毅滋果
(a)剰駅山メしあのリヒZり雄 κ化クく波ヱあ・よがそ0″家

ノι方ノ女り往の北列ねはZ立%で′勁ち働の水顔||“ノスタフ瘍にの/K″氏は6照である。例そ体

宏協女はクえЙの家a s50°WK対 して46°ノろ夕のを珀′塔の歿向W6°Nκ対とで90°の

夕″そιなしてしヽろ.突″央の階釆′(よる∠ノタん 型
~2含几略の光方歿髪rおける融郷

″てはリヒ笏家スのツ生洲り街7可ワ色ではじr榜彰放しパ″ιク
多髪κ扱久する。化励より殊静へ100阻在認=′ヽ
らは′戒tノ笏腐る(人をなノエ2及ぼとなが

ら場才しく幻ダブ荻ιくたる(図-2参イ)。殊″,
ぞ嗜スタラ理九脅学よりのたり及とノとめフ《″2ょり
のたリズ∠バ象夕街条ばルイK多そのタスι
ユしを次て。ある。それゆんノタヒMの 赤イよ
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lXl-5比鐵 κ″綱 傷ψ7より郷断ψ:そЮοり
物物Nルフジ8ち嬌頑)を教隊`わ̀И物ズκ

亥一|プと顔 ヵ̀に″〈力只ツニ

崩 残 輌た な o O物 F■D L + 2 2 4 mノ 家 向S5び口)

3 . 2 0

0 8 0

1 . 8 0

●

ク功リカヘ100ふだけ(北駒ょり基夕うの方ヘ

145m)消致満た(中空4脚のN型ブロック
8t′2層頼)を教置した。その雄果ノg
~るのごとく多協窃lぢよび`ラ雀″'からの″奴
ぼ曖とんι゙なくなクノ宏~|のご∠く球“本κ及ぼす〃燈愛は50%雄 蒻彰いこた。
だ彰詢の,獅ルれ励)は′裟″ち此アががひぞκ′〃"(がつかり物仇か′フ″吻爽を生す・ぅ″ヾノズ

高H=25へ`Om'自えていぁるのなノタん時にι切くιて扱薙 ′荻及と毛フト♯κ/1Nさ、`。
ゅか(上記物ざとき消m2次 ″るど麟戒夕およが嗽江z毛老ιく巧～,かする嫁―1参
照)。
6)東 ″卿 議 の嫉豚償置のズた
図~|のご∠く〃物慶フ孵孝zの絡統′伝ヽヽつて,ノψ啄髪へのデ賽夢などを老効なιノ絲

Iノ・(S50。W∠のなす角loO・′lo5°)の2フロ陳′(つ、ヽて分ん嬌なの契力たを行っす(。工′Iと毛
須岸前約2男噸燃   (中杢4脚のN型ブロック8tノ2厖蕨)にιたが′玖縁Iの場合′ま
正に比啄れてだりん グ`ト者κ笏くなリノ麟家量およ〆家の勧 バ小さくなって′椛めの
移多看K2″魚ちらるのでノ坊衣′晨工κ蕉 ぐれK。
(C)あ口よりの長X家″ヾフ御,の¢多ス者υttb(及ぼす影響
ノ参口の磁が250mて,夕』一|のざとくメヒめ戒えぉょダ山あ歿えだけでは含え猜およ

いろ期の参師几薦にゎけるそ入ズをだ全〔″痰することがなoなく`。そこで肋弧性 の
え励よウ前Mttκ平行[で40ノ80おょダloo m″"表しそ2延長とで,そスぞれの懃 之行っ
た。そのβ力乗,数 瀦の夕《″々でヽはノぼ 80晨イι〈は100μにすれば恣人をぁるヌ髪ワく移多
ス畜̀(でそ′豹岬のイ晏翼ら4ノをの場た形し(つぃては燿啄 80m z骸塗 11絲となつた。
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